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「D 豚,中 ヨークシャー,雌 ,生 後 5日令 : 昭和 36年

8月 ～11月にわたつて青森県下に豚の日本脳炎による黒

仔,死 産,直 死が多発した。本例もその最中に生産した

もので産仔数は 2頭 でぁった。仔豚は 2頭 とも虚弱で茫

然件立,震 戦,歩 行そうろう,哺 手L不能の状態で生後 5

日および 8日にそれぞれ死亡t た́。 したがつて日本脳炎

の疑いで病性鑑定を依頼されたのであるが,内 眼的所見

では出血性ジフテリ性胃炎,肺 の鬱血水腫,前 頭部およ

び眼瞼皮下織の浮腫が主要病変であり,胃 において組織

学的特異病変が認められた。すなわち, 胃粘膜固有上皮

は剥離し,浅 部粘膜固有層には充出血が認められ,粘 膜

の処々に大小の潰瘍様崩壊が見られる。潰瘍部には好中

球, リンパ球,赤 血球などの滲出物が唄塞し,そ の滲出

物中に少数の異 1/J●態細胞と比較的太い多数の菌糸体が

認められる。深部粘膜]有 層から粘膜筋板にかけては著

しい線維芽細胞の増殖が認められ,そ の間に多数のリン

パ球, リンパ球様および組織球性細胞と少数の好酸球お

よび好中球の浸潤ならびに異物巨態細胞が散在性または

集族性に認められる強度の内芽組織を形成している。な
お,処 々に好中球の集族もみ うけられる。この肉芽組織
内においても菌糸体が認められ,具 物巨態細胞の胞体内
に菌糸横断 (図1矢印)ま た,増 殖型菌糸の一部が異物
巨態細胞内に侵入しあたかも一端に芽胞形成のごとき像
(図2矢 印)を 示すもの,菌 糸の血管壁穿]L侵入,ま た

死滅菌糸も認められる。HE染 色では概して組織内の

菌糸より膿様滲出物中の菌糸被膜がエオジンに濃染し,
マロリー染色では赤く時に淡青色, メイギムザ染色では

帯赤紫色に染 り菌糸体内に同色に染る粗大顆粒を包有し

ているので明瞭に染別される。以上の所見を要約すると

菌糸の侵入増殖にともなう潰瘍形成,内 芽形成,加 うる

に異物巨態細胞の出現などによつて特徴ずけられ,Mu‐
cormycose と半」定された。 この“かび"は真菌類のうち

接合菌類の“けかび属"に属するもので, まれに肺,耳 な

どに感染をt・こすといわれている。わが国においては豚
の本症に関する報告が少ない。
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